
家棟川ビオトープ水鳥観察会を

開催しました～（＾＾）
平成２４年１１月３日（土）９時から野洲市野田地先にある家棟川ビオ

トープで自然観察会を開催しました。今年２回目の観察会で、冷たい風

が吹く中、けが人もなく無事観察を終えることが出来ました。

公募で集まっていただいた家族連れや個人の方々５０名とスタッフ２０

名の計７０名で、家棟川で船に乗って、投網や刺し網による魚類調査に

ついて学習した後、水鳥の観察や植物・ヨシの観察、をしました。その後、

湖魚料理を試食しました。

魚類調査では、投網の実演に加

え、刺し網やさで網によりオイカワ

やスゴモロコ、タナゴなどが捕獲で

き、子どもたちは大喜びでした。

水鳥の観察では、双眼鏡を使って

キンクロハジロが観測でき、鳥の絵

の描き方も勉強しました。

植物の観察では、湿地に生える

マコモやススキに似ているオギにつ

いての説明を聞いたり、セイタカア

ワダチソウの根からは他の植物の

成長を妨げるものが出ていること

を聞き、感心していました。



ヨシの観察では、ヨシ帯が魚の産

卵場所となっているなど、豊かな生

態系を育んでいることを学びまし

た。

最後に全員そろっての記念撮影

をして観察会を終了しました。

終了後、家棟川流域観光船さんによるご厚意で、アメノイオご飯とシ

ジミの味噌汁が提供されました。アメノイオご飯とは琵琶湖固有種のビ

ワマスを炊き込みご飯にしたもので、たいへんおいしくいただくとともに、

楽しい時間を過ごしました。参加いただいた方たちからも、また参加した

いという声もいただきました。

来年度も自然

観察会を予定し

ておりますので、

多数のご参加お

待ちしておりま

す！！
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